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サルモネラ菌の生活環境汚染実

態に関する調査研究（第 6報）

I はじめに

10数年前から，菌型の多様化，薬剤耐性菌の出現など

とともにサルモネラ感染症が増加傾向 1)を示している．

またその背景として，仕活環境内においても家畜やペッ

ト，食品，下水や河JIIなどの汚染も年々進捗してきてし

ることが指摘 l-団されている．~

このようなことから，我々は50年度から秋田県内の生

活環境内のサルモネラ汚染実態調査 4-8) をしてきた，

が，本報で［ま55年度に行った食肉，犬の茨便および河川

下水のサルモネラ菌倹査成砧について概略報告する．

II 調査方法

A 被検材料

食肉は 7)]と10月に25件つつ計50検休を市内の食肉販

売店より購入した．犬糞便は， 7月～ 9月，秋田保健所

に捕獲された犬を対象とし，殺処分後直ちに綿棒で直腸

より採取した。下水と河川の場合は， l閲チフス中央調査

委員会の｀下水からのチフス菌検査法、iこ琳じて，図 1.

に示すNo.1の秋田市下水処即場とNo.2 ~召の 2河川の 5

地点にタンポンを 5日間潰けておいた後回収し， しぼり

出した水とタンボンをそれぞれ検体としたが，検体数は

各地点4検体／月で計 240件であった．
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B 分離同定法

サルモネラ菌の分離同定は，食昂及び犬蕊便：こついて

は図 2., 河川と下水については図 3．の方法に基づいて実

施した．
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図 l．河川・下水の検体採取地点

＊秋川県衛生科学研究所

m 調査成績

A 食肉からのサルモネラ菌分離成績

食肉からのサルモネラ菌の分離成績は，表 1．の如く 10

彩 C5 / 50イ［「］か陽性であったか，検体別にみると，豚

肉20彩，ホルモン20彩，牛肉10冤，鶏肉， トリモツ 0%

であった．検出困型と株数は， 2株のS.typhimurium

を含めて， 7菌型， 8株であった．この検出率は昨年に

比らべて 8形低下しているが，菌型は逆に増加し，特に

豚肉からは 5種類のサルモネラ閲岱分離されたの力注目

された．

B 犬糞便からのサルモネラ菌分離成績

犬糞便からは 100件中 1件 (1%),S.typhimurium 

贅分離されたにとどまり，伊藤 I;9)の如き，高平は成績

｛ま得られなかった．

c 河川と下水からのサルモネラ菌分離成績

河川と下水からの分離成績は表2．の如く 29.2彩の分離

率であったが，中でも下水からの分離率は，河川の22.9

石を約2イ音上廻わる 54.296しり高本であった．また月別に

検出率をみるとこれまでの成紅'i8) 10)と同穏ば，夏期は

やや低下する傾向がみられた．高率な月は 1月と 3月で

あった．

次に検出茜型をみると，表5．に示す如く，河川からは

15菌型53株，下水からは10菌型41株が検出さJしたか，主

要菌型は，叩II, 下水いずれのJ易合も，パラテフス B菌

が最も多く，次いで河川では，S.typhimurium,S.derby,

S.infantisであり，また下水では， S.typh,C1: m, s,. t, 

S.typhimuriumであった．パラチフス B菌は，昨年度，

Na lの下7ドとNo.Eりの河川水より分離10)されたことから，

その動向に注日していたが，表 4．の如く年側を通じて高

率に分離された．また，チフス菌も下水から高率に分離

され，就中，恥型が 5, 8, 1, 2, 3月と検出され

，t.このようにペラチフス BiばIやチフス菌か嵩率に検出
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表2・-2 河川・下水からの月別サルモネラ菌分離状況

月 | 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 2 3 

悶’口喜I1 /20 9 /20 s /20 2 /20 3 /20 o /20 0 /20 5 /20 5 /20 12/20 6 /20 13/20 

分離率 1
（％） 

35 45 40 10 15 

表3. 昭和55年度サルモネラ菌検出菌型と検出株数

河 JII 

S.paratyphi-B 13 

B S.typhimurium ， 
S.derby 5 

S.infantis 5 

C1 S.virchow 4 

dijugu 1 

S.uno 2 
C2 

S.newport 1 

S.anatum 1 
恥

Sぶmchew I 

E2 E2:-:1,5 1 

E4 S.hverpool 2 

G S.havana 3 

K Cerro 4 

゜
S.massakory 1 

53 

されること（ま，今後の監視体制強化の必安性を示して

いるものであり，特に前者については，汚染源地域がほ

ぼ推定できていることより早急に対策をこうずるべきで

はないかと考えられる．改めてこのことを指摘したい．

IV まとめ

本報では，昭和55年度の食肉，犬糞便，河川及び下水

゜
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下 水

S.paratyphi-B 12 

S.typhimurium 5 

B S. derby l 

S.stanley 1 

S.sladun 1 

C1 C1: m. s, t : - 8 

D1 S.typh1 10 

S.panama 1 

G S.havana 1 

K Cerro 1 

41 

からのサJレモネラ分離成績について述べた．その結果を

要約すると，（1）食肉からの分離率は10％であっにか，豚

肉，ホルモンで20％と高率であった。検出菌型は， s.
typhimuriumなど 7種類で菌型の多様化がみられた．

12)犬奨便い 1()り検体中 1検休から， S.typhimuriumが

検出された 131inJJI I，下水からのサルモネラ菌分離字は

29.2％で，下水と河川の各 1地点より，チフス菌(D1型），

パラチフス菌 (1型， 3 a型）が高率に検出され，今後
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図 2. サルモネラ菌検査方法
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血清学的検査

図 3. サルモネラ菌検査方法

表 1． 食肉からのサルモネラ菌分離成績

:検 : 体＼＼ •ヽ一 第 1 回 (s. 55. 7月） 第 2 回 (s. 55.10月）

数検被 分サル離モ（陽形ネ）牲ラ数菌 ： サルモネラ胃
菌 型： 株 数 分離息性 居 型 株 数

（） 

牛 肉 5 1 (20) S.bareilly l 5 

゜S.typhimurium 1 

S.he1delberg I S.bov1smorb1-
豚 肉 5 1 (20) 5 1 (20) 

ficans 1 S.agona j 

S.livingstone 1 

鶏 肉 5 

゜
5 

゜トリモッ 5 

゜
5 

゜ホルモン 5 1 (20) S. typhim uri um ， ． 1 5 1 (20) S.derby 1 

合 計 25 3 (12) 25 2 (8) 

表 2.―1 河川，下水からのサルモネラ菌分離状況

検体採取地点 被検数 似性数 分離平（彩〗

No. 1 48 26 54 2 

2 48 10 20.8 

3 48 7 14.6 

4 48 10 20.8 

5 48 17 35.4 

i |← 240 70 29 2 

じ＿）対策か必要と考えられた．

稿を終えるにあたり，検体採取に御協力下さいました

秋田市下水迅終末処即場，秋田保健i斤に深湖します．
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表 4. チフス菌．パラチフス菌の検出状況

麟 I4 5
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10 11 12 2
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P.B※ P.B※ P.B※ T※※※ 
No. 1 I T※※※ 

P.B※ P.B※ P.B※ T※※~::: P.B※ 
T※※※ T※※※ 
T※※※※ 

No. 3 P.B※※※※※ 

No. 5 I P.B※※P.B※※P.B※※ P.B※※ P.B※※ 

P.B: S.paratyphi B 

T : S.typhi 

※ ファージ型別 1

※＊ 3 a 

※※※ D1 

※※※※ II Vi-

：炉：：※※0：ヽ Dundee 
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